
日立重量物運搬台車

システム

工場内の製品,半製品などのj基搬機

能を合理化･省力化することは,その

工場の†土産性向上に人きなかかわりを

もっている｡

日立製作所は,先ごろ､ニク)二Ⅰ二場構

内での物7先の分野で,極めて特色のあ

る重量物運搬子丁ヰ〔システムを開発した｡)

これは,重読物運搬チト車とその運行を

最適化する地⊥淵j御装置を組みでナわせ

たもので,スペ【ス効率が良く,運搬

能力が高いという特長があり,更にク

レーーンやコンベヤなどを′ナわせて用い

ることにより総†ナ的な自動化物}充シス

テムに拡張できる｡

このシステムは,臼イこ鋼管株式会社

京浜製鉄所構1ノ+での熱間圧ノ娃コイルの

運搬システムとして納入され,出荷ラ

インの運搬の中松として,硯fl川貞調に

稼動中である(J

運搬fi車は,イ言ぢイ云送装置及び衝突

防止装置を介して地_ト音別御装置と一言号

の授′壬を行なうため､安全で確実に運

行f別御されるととい二,運搬チト車の運

行服さ比及び連行実糸古はすべて地_L7別々卸

装置で把促される｡

運搬チト車は,第三レールで案内する

方式なので,高作能の仙線通過特′l斗三を

もち,また‾交流電動機(PCモータ)は,

サイリ スタ制御装置により高精度に制

御される｡

このシステムの主な特長は二大の点に

ある｡
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(1)運搬fi申は､最小4.5mという秘め

て′トさい半径の曲線レーール上を､安全

かつ直線レール並みの走行抵抗で走行

できる｡これにより,+二場内のデット

スペースを運搬ルートに当てたり,既

設の設備を避けてルートを口内に設左

することかでき,工場内のス′ヾ--1スを

蝕めて有効に利用できるっ

(2)運搬fi中は,･一一7こ加減速圧制御を

行なうため,重量物を桔んだときも?:モ

荷グ)とき′も,同様に安定Lた走行性と

±50mmという,高精度の定位苗停1上磯

能:をもっている｡これにより,他の【上l

動化機器との連携も容易で,有機的に結

合された白亜む化システムが実現できる｡

(3)[卜試;別御用コンピュータ(HIDIC

O8ES)によl),仝子i車の運行を自重帥勺

に最適化Lて道川する管理機能,ハ【

ドゥェア及びソフトウェア両而で衝突

地上制御装置(H旧IC O8ES)
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トロリ

運搬台車の仕様

項 目 仕 様

寸 法 長さ約5′200rllr¶X帽約2′250｢†1rTl

自 重 約16t

積 載 荷 重 最大36t

走 行 速 度 60m nllrl又は1001¶l川rl

停 止 精 度 ⊥50nlr¶

最小曲線､ 半径 24.5nl

制 御 方 式 サイリスター次電圧制御方式

をl;ガ1卜する機能などをもち､安全で確

実な自J軌道転が行なわれる｡

(4)‾万一の機毒掠の故障に対処するため,

また変則的な運用も可能なように,手

動運転もできるよう配上客されている｡

このシステムは,__L場内の物流の自

動化と車座設備の近代化のために,製

鉄所内の重量物う重搬だけでなく,L亡く

Ⅰ二場全般の製品や部品の生産,放び出

荷ラインに応用することができる｡

電源設備

台車No.3
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